
 

「
い
ち
ご
と
い
え
ば
栃
木
県
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
栃
木
県
は
誰
も
が
認
め

る
「
い
ち
ご
王
国
」
。
昭
和
三
十
年
代

初
め
か
ら
本
格
的
に
栽
培
が
始
め
ら
れ
、

昭
和
四
十
七
年
以
降
日
本
一
を
キ
ー
プ

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平

成
の
時
代
に
入
り
、
元
年
、
二
年
、
六

年
と
三
度
に
わ
た
っ
て
ラ
イ
バ
ル
の
福

岡
県
に
日
本
一
の
座
を
譲
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
新
品
種
の
育
成
で
日
本

一
を
奪
回
し
、
い
ち
ご
王
国
を
死
守
し

た
「
い
ち
ご
育
種
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
し
ま
す
。 

          

■
 

い
ち
ご
王
国
陥
落 

平
成
元
年
春
、
栃
木
県
は
十
七
年

間
維
持
し
て
き
た
「
い
ち
ご
生
産
日
本

一
」
の
座
を
福
岡
県
に
明
け
渡
し
た
。

農
業
試
験
場
栃
木
分
場
野
菜
特
作
部

（
現
い
ち
ご
研
究
室
）
の
リ
ー
ダ
ー
高

野
邦
治
は
こ
の
事
実
を
重
く
受
け
止
め

て
い
た
。
「
東
の
横
綱
女
峰
で
は
福
岡

県
に
勝
て
な
い
」
。
高
野
は
女
峰
に
代

わ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
開
発
を
最
重

要
課
題
と
し
、
同
年
秋
、
新
た
な
育
種

施
設
建
設
の
予
算
を
要
求
し
た
。
予
算

は
約
二
億
円
。
新
品
種
の
生
ま
れ
る
確

率
は
数
十
万
分
の
一
。
毎
年
交
配
実
生

を
一
万
個
体
栽
培
し
て
も
十
年
以
上
を

要
す
る
。
実
生
苗
を
い
く
つ
作
れ
る
か

が
早
期
品
種
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
。
年
に

一
万
以
上
を
栽
培
で
き
る
施
設
が
必
要

と
考
え
た
。
し
か
し
、
最
終
予
算
は
一

億
一
千
万
円
。
こ
の
施
設
で
は
せ
い
ぜ

い
三
千
の
実
生
苗
し
か
栽
培
で
き
な
か

っ
た
が
、
女
峰
育
成
の
ご
褒
美
と
産
地

間
競
争
に
負
け
た
危
機
感
か
ら
予
算
化

し
て
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
、
こ
の
施
設

で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。 

平
成
二
年
二
月
、
栃
木
市
吹
上
地
区

の
生
産
者
と
共
に
福
岡
県
に
視
察
に
行

っ
た
栃
木
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
現
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
）
の
大

貫
文
男
が
栃
木
分
場
を
訪
れ
た
。
「
福

岡
県
で
は
ポ
ス
ト
と
よ
の
か
を
目
指
し

新
品
種
開
発
を
始
め
る
。
し
か
も
育
種

圃
場
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
実
生
で
二
万

も
栽
培
す
る
」
と
話
し
た
。
青
ざ
め
た

高
野
に
大
貫
は
、
「
生
産
者
は
女
峰
を

超
え
る
新
品
種
を
望
ん
で
い
る
。
育
種

の
圃
場
は
吹
上
地
区
の
生
産
者
が
提
供

で
き
る
」
と
話
を
続
け
た
。
高
野
は
熟

慮
の
末
、
こ
の
申
し
出
を
受
け
た
。
こ

の
直
後
、
高
野
は
育
種
担
当
の
石
原
良

行
に
実
生
数
で
一
万
に
な
る
よ
う
に
交

配
の
指
示
を
出
し
た
。 

同
じ
年
、
栃
木
県
で
は
女
峰
が
百

％
作
付
け
さ
れ
、
反
収
三
ト
ン
、
三
百

万
円
を
ほ
ぼ
達
成
し
、
い
ち
ご
生
産
は

順
調
だ
っ
た
。
し
か
し
、
販
売
額
は
福

岡
県
に
十
一
億
円
の
差
を
つ
け
ら
れ
、

二
年
連
続
で
二
位
と
な
っ
た
。 

 ■
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平
成
二
年
夏
、
石
原
は
七
千
余
の

実
生
苗
を
養
成
し
、
農
業
士
の
大
出
久

雄
、
高
久
八
郎
が
用
意
し
た
ハ
ウ
ス
と

栃
木
分
場
内
の
温
室
に
植
え
付
け
た
。

果
実
が
色
づ
き
選
抜
が
開
始
さ
れ
た
。 

栃
木
分
場
に
植
え
た
「
久
留
米
四

十
九
号×

栃
木
十
一
号
」
の
組
合
せ
五

百
十
九
株
の
中
に
、
花
梗
が
指
を
広
げ

た
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
伸
び
、
果
実
は
円

錐
形
で
葉
柄
や
葉
の
形
な
ど
草
姿
が
き

れ
い
な
株
を
見
つ
け
た
。
果
実
は
オ
レ

ン
ジ
色
、
硬
く
わ
ず
か
な
酸
っ
ぱ
さ
を

感
じ
る
だ
け
で
甘
み
は
あ
ま
り
な
か
っ

い
ち
ご
王
国
、
日
本
一
を
奪
回
せ
よ
！
（
上
） 

～ 

い
ち
ご
「
と
ち
お
と
め
」
の
育
成
と
普
及 

～ 

実生株を選抜する石原（左）と植木（右） 



 

た
が
、
不
思
議
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
石

原
は
迷
わ
ず
選
ぼ
う
と
考
え
、
春
先
株

元
か
ら
伸
び
た
ラ
ン
ナ
ー
を
五
株
受
け
、

系
統
名
を
「9

0
-
1
2
-
2
5

」
と
し
た
。
最

大
の
い
ち
ご
需
要
期
で
あ
る
十
二
月
二

十
五
日
に
ち
な
ん
で
。 

 ■
 

新
品
種
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
年
続
け
て
二
位
に
な
っ
た
翌
年

の
平
成
三
年
二
月
、
新
品
種
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
い
ち
ご
育
種
検
討
会
」

（
以
下
育
種
検
討
会
）
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
育
種
圃
場
提
供

者
、
普
及
教
育
課
、
首
都
圏
農
業
課
、

栃
木
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
県
園

芸
特
産
振
興
協
会
、
県
経
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
、
農
業
試
験
場
。
生
産
、

行
政
、
普
及
、
流
通
・
販
売
、
研
究
に

携
わ
る
者
が
一
同
に
会
し
た
機
能
集
団

で
、
「
日
本
一
奪
回
」
の
た
め
に
関
係

者
が
結
束
。
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。 

平
成
四
年
二
月
、
第
二
回
育
種
検
討

会
で9

0
-
1
2
-
2
5

を
大
出
、
高
久
が
試
作

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
試
作
の
結
果
、

生
育
は
女
峰
と
同
様
だ
が
、
女
峰
に
は

な
い
甘
み
、
酸
味
と
食
感
、
果
実
の
大

き
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
育
種
検
討
会

の
中
で9

0
-
1
2
-
2
5

を
試
作
か
ら
三
カ
所

の
現
地
試
験
に
移
す
こ
と
を
決
定
し
た
。 

平
成
五
年
三
月
、
現
地
試
験
に
お

い
て9

0
-
1
2
-
2
5

の
優
秀
性
が
再
確
認
さ

れ
、
「
栃
木
十
五
号
」
の
系
統
名
を
付

け
た
。
番
号
は
新
品
種
の
予
感
と
期
待

を
込
め
、
語
呂
の
い
い
１
５
（
＝
い
ち

ご
）
と
し
た
。 

 ■
 

新
品
種
誕
生 

平
成
六
年
二
月
の
育
種
検
討
会
。
栃

木
十
五
号
は
、
大
果
で
食
味
が
良
い
、

収
量
性
も
あ
る
な
ど
期
待
す
る
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。
一
方
、
栽
培
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
中
休
み
す
る
、
生
理
障
害

や
果
実
の
傷
み
が
み
ら
れ
る
等
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
女
峰
に

続
く
普
及
品
種
に
な
れ
る
か
？
」
と
質

問
が
出
た
。
石
原
は
答
え
た
。
「
栽
培

で
カ
バ
ー
で
き
る
欠
点
は
品
種
の
欠
点

で
は
な
い
。
新
品
種
と
し
て
い
け
ま

す
」
。
石
原
を
始
め
、
新
し
い
リ
ー
ダ

ー
栃
木
博
美
、
植
木
正
明
ら
は
既
に
品

種
育
成
中
に
行
っ
て
い
た
研
究
か
ら
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
技
術
力
で
カ
バ
ー
で

き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
苗
作
り
や

施
肥
、
か
ん
水
な
ど
の
基
本
技
術
の
指

針
を
作
成
。
手
応
え
を
得
て
い
た
。 

こ
の
結
果
、
栃
木
十
五
号
を
種
苗

登
録
出
願
す
る
方
針
が
出
さ
れ
、
四
年

に
及
ん
だ
育
種
検
討
会
の
幕
が
閉
じ
た
。

出
願
は
県
庁
で
開
か
れ
た
品
種
調
整
会

議
を
経
た
六
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。 

■
 

生
み
の
親
、
育
て
の
親 

栃
木
十
五
号
の
開
発
期
間
は
、
平

成
二
年
の
交
配
か
ら
平
成
六
年
の
種
苗

登
録
出
願
ま
で
、
四
年
と
極
め
て
短
い
。

女
峰
は
交
配
か
ら
十
一
年
、
と
よ
の
か

は
十
年
。
奇
跡
と
言
っ
て
い
い
程
そ
の

短
さ
が
際
立
つ
。 

そ
の
理
由
は
と
ち
お
と
め
に
は
育

て
の
親
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
栃
木
分

場
で
交
配
し
た
種
か
ら9

0
-
1
2
-
2
5

が
生

ま
れ
た
。
そ
れ
を
栃
木
十
五
号
、
と
ち

お
と
め
と
し
て
育
て
た
の
は
、
い
ち
ご

育
種
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
、
試
作
農
家
、

普
及
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
流
通
関
係
者
、

消
費
者
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

役
割
が
分
担
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
フ
ル

に
発
揮
さ
れ
た
結
果
、
短
期
間
で
新
品

種
が
開
発
で
き
た
。
そ
れ
は
偶
然
で
は

な
く
必
然
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（
以
下
次
号
へ
続
く
） 

 

（
追
記
）
と
ち
お
と
め
の
育
成
に
対
し
て
、

平
成
十
一
年
三
月
に
石
原
良
行
、
高
野
邦
治
、

栃
木
博
美
、
植
木
正
明
が
知
事
表
賞
を
受
け
た
。

ま
た
、
実
生
選
抜
か
ら
協
力
し
た
故
大
出
久
雄
、

高
久
八
郎
氏
に
は
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。 

（
敬
称
略
） 

［
農
業
試
験
場
］ 

系統「90-12-25」（後のとちおとめ） 

いちご育種検討会の様子 


